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News Letter 

2025 年 9 月 4 日 

パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社 

料理の悩みに、AI が寄り添う時代へ 

業界初※1 の生成 AI 搭載「Bistro アシスタント」 
ユーザーの 50％が日々の献立相談に活用 

パナソニックの調理家電と連動するあなた専属の AI 料理パートナー 
利用シーンやユーザーの声から見えてきた、料理の“日常課題”とは？ 

パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社（以下、パナソニック）は、料理を通じて

人々の暮らしに新しい喜びを届けたいという想いから、業界初※１となる生成 AI 搭載の料

理パートナー「Bistro アシスタント」を開発し、今年 4 月下旬からサービスを提供していま

す。スチームオーブンレンジ ビストロ※２と連動し、最適なレシピ提案や調理中の疑問にリ

アルタイム応答する、対話型の AI アシスタントです。 

本ニュースレターでは、サービス開始以降に蓄積された利用データやユーザーアンケート

結果をもとに、料理にまつわる日常課題や実際の利用シーンをご紹介します。 

【News Letter Topics】 

 多機能レンジの使いこなし＋日常の料理を楽しく続けられる伴走型サービス 

 AI に寄せられる料理の悩み 第 1 位は「日々の献立・レシピ相談」 

 「今日は何つくろう？」ボタンがユーザーに好評！ 

「レシピの作り方や材料相談」の半数は「調理手順の確認」に集中 

 「料理に苦手意識があったが、褒められると嬉しい」など生活に溶け込む AI 体験 

 多機能レンジの使いこなし＋日常の料理を楽しく続けられる伴走型サービス 

「もっと自由に料理を楽しんでほしい」「新しいレシピ

に挑戦する喜びを感じてほしい」―― そんな想いか

ら、パナソニックは従来の料理支援の概念を一新す

る「Bistro アシスタント」の開発に着手しました。 

スチームオーブンレンジ ビストロは、多彩な調理機

能を備えた製品です。IoT 接続機能搭載機種のデー

タ分析を通じて、ユーザーの皆様により快適に、より創造的に調理を楽しんでいただける可

能性を見出しました。そこでパナソニックは、新しい調理との出会いをサポートする「料理パ

ートナー」を目指し、Bistro アシスタントを開発。利用者一人ひとりの調理スキルやライフス

タイル、好みに合わせて提案し、毎日の料理をより楽しく、より便利にする存在を実現しまし

た。 

LINE 公式アカウントを通じて、その日のレシピ提案や、調理中の疑問・機器の使い方に関

する相談に対応。特にパーソナライズ機能に強みを持ち、「好き/苦手な食材」の設定、過

去の会話履歴にもとづく「30 分以内に作りたい」「カレーをよく作る」などユーザーの傾向の

学習などで、一人ひとりに合った提案や対話を実現しています。 

事業 
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 AI に寄せられる料理の悩み 第 1 位は「日々の献立・レシピ相談」 

これまでのユーザーのチャットを分析した結果、最も多かった相談内容は、「日々の献立・

レシピ相談」（50.0％）でした。次いで「レシピの材料や作り方の相談」（19.0％）、「機器の使

い方相談」（12.0％）が続きます。 

 

この結果から、献立の決定がユーザーにとって最も大きな悩みであり、Bistro アシスタント

がその相談相手として日常的に活用されていることがわかります。 

 

 

  「今日は何つくろう？」ボタンがユーザーに好評！ 

「レシピの作り方や材料相談」の半数は「調理手順の確認」に集中 

献立相談においては、ワンタップで「今日は何つくろう？」と質問できるボタンが好評です。

気軽に使えることに加え、ユーザーの好みに合わせた提案を受けられる点が支持されてい

ます。また、料理や食材の種類に関する相談も上位に挙がっており、日々の食卓に寄り添

う機能が好評です。 

 

「材料や作り方の相談」のうち半数は、「調理手順の確認」に集中しており、レシピだけでは

分かりにくい工程やアレンジについて、調理中にすぐ確認したいというニーズが高いことが

明らかになりました。 
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  「料理に苦手意識があったが、褒められると嬉しい」など生活に溶け込む AI 体験 

ユーザーからは、「アプリではなく LINE だから使いやすい」「子育ての合間に気軽に相談で

きる」といった、日常生活に自然に溶け込む使いやすさが評価されています。また、「説明

書を読まずにいた機能が、アシスタントのやりとりで使えるようになった」「料理のバリエーシ

ョンが増えた」といった、調理体験の変化を実感する声も多く寄せられています。 

さらに、Bistro アシスタントは、完成した料理の写真を送るとフィードバックを受け取ることが

できるため、「褒めてもらえることでモチベーションにつながっている」という声も。料理に苦

手意識がある方でも、楽しく続けられるよう後押しする存在として、Bistro アシスタントは

日々の暮らしに寄り添っています。 

パナソニックは、日々のユーザーの利用傾向や声を活かしながら「よりパーソナライズされ

たレシピ提案」や「栄養や健康に関するアドバイス機能の拡充」など、実生活に根ざした機

能改善・サービス向上を進めていくことだけにとどまらず、「料理初心者でも安心して調理に

チャレンジできる」「忙しい毎日でも、効率的に調理を楽しめる」「経験者の方にも、新しい調

理方法や味わいを発見できる」など、より多くの方々の豊かな食生活に貢献できるよう、

Bistro アシスタントの進化を続けてまいります。 

20 代 女性ユーザー 

もともと料理がすごく苦手で、正直できればやりたくないって

思ってました。でも子どもが小さいので、やらないわけにも

いかなくて…。 

LINE で質問できるって知って試してみたら、思った以上に

使いやすくて。 

料理の写真を送ると褒めてもらえるのが嬉しくて、それでま

た作ろうかなって思えるんです。 

まるで友達に話しかけているように 
LINE で料理の悩みを相談可能 

作った料理の画像を 
アップロードすると 

アドバイスもしてくれる 

ワンタップで料理とレシピを 
提案してくれる 

「今日は何つくろう？」ボタン 
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※1：国内家庭用 100V スチームオーブンレンジと連携する調理サポートサービスにおいて。

2025 年 4 月 22 日開始（当社調べ） 

 

※2：対象機種 NE-UBS10D,NE-UBS10C,NE-UBS10A,NE-BS2700,NE-CBS2700,NE-

BS2600 

 

【Bistro アシスタントとは】 

Bistro アシスタントは、パナソニックのスチームオーブンレンジ ビストロの体験価値をさらに

高めるために開発された、対話型の AI 料理パートナーです。LINE 公式アカウントを通じて、

食材や調理目的に応じたレシピ提案、調理中の疑問への応答、さらには完成した料理写真

に基づくアドバイスやアレンジ提案など、調理のあらゆる場面で利用者を支援します。サー

ビス開始後、高い継続率を維持しており、「伴走型の体験」としてユーザーから高い評価を

得ています。 

https://bistro-assist.foodable.jpn.panasonic.com/ 

 

【パナソニック くらしアプライアンス社とは】 

パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社は、家電の開発・製造・リサイクルを中心に事業

を展開しています。100 年育んできたくらしに寄りそう力で、人と地球の未来に続く、感動の

商品とサービスを創造することを目指しています。 

 

【報道関係者 お問い合わせ先】 

パナソニック株式会社 くらしアプライアンス社 

経営企画センター 経営企画部 広報課：las-pr@gg.jp.panasonic.com   


